































小論の構成は， E節において以下で分析する 2部門モデ、ルが示され， E節で
政策効果が検討される。百節では結論と残された課題をまとめておくことにす
る。



































ものに， Hendersonand Sargent 〔5〕， Park( 8〕がある。他方，われわれと同様の








照， Rark〔8) pp. 596-597, Benavie〔2) pp. 63-64. 
(4) この仮定は，企業が株式請求権の保有を通じて株主によって所有され，企業経営者
は株主の資産つまり株式価値を極大化するよう行動することを意味している。このよ









( 1) Y1 =F1(N1, K1) Fi>O, Fふく0,Fi1>0, i;j=l,2 
ただし， YI,NI, KIはそれぞれ投資財部門の産出，労働の雇用量，資本スト





- qYI一面NI-qoKI( 2) eI= 
ただし， qは投資財価格， a;は貨幣賃金率〈一定〉， fは利子率， Sは資本の
減耗率（0くSく1),EIは投資財部門の株式発行数である。













c 4) NI =NI(q;KI) N{>O, Nf >O 
失業が存在し，企業の労働需要がつねに実現するならば，短期の投資財の供
給関数は，次式で示される。
c 5) YI =FI[NI(q, KI), K勺










( 6) eidEI =qdKI 
で示されるO したがって，最適資本ストックは (1）と（ 6）の制約のもとで
c 2）を極大化することによって求められる。
極大化の 1階の条件より，













IN1 =N1(q, r) N{>O, N｛く0
{KI=KIくg，γ〕 K{>O,K｛くQ
したがって，投資財部門の投資財需要（粗投資）は，
( 9) JI =K1(q, r)-K1 +oKI 
三 JI(q,r;K1) If >O, l｛く0,IfくO
次に，消費財部門の代表的企業の行動を検討しよう。消費財部門の生産関数
t主，



















(13) N°=N°(p;K0) Nf>O, NfjくO
労働需要がつねに実現するならば，消費財の短期の供給関数は，
(14) ya=FO[NO(p;KO) ;KO] 

















{ ＂！，＂＝~＂（q, r,p） ヤくo，ヤく0, N~＞O 
Kσ＝K0(q, r, p) Kfく0, Kfく0,Nf>O 
で示される。したがって，消費財部門の投資財需要（粗投資） JCは，
(18) 1°=K0(q, r, p)-K0+oKC 
=:/C(q, r, 1り；K0) Ifくo,Ifく0,If>O, IfくO
投資財に対する経済全体の需要は両部門の粗投資と投資財に対する政府支出
（公共投資と呼ぶ） GIを合計したものになる。したがって，投資財市場の均















三 Yd(q,p;To, B, KI, Kσ〉













( 2 ), ( 5 ), (11), (14）を代入すれば，
(24) V=:=V(q,p,r;KI,K0) V1>0, V2>0, V3く0, V4>0, V5>0 
(24）を（22）に代入すれば，実質の富は，
(25) W=W(q,p,r;M,B,KI,Kc) 
















YI(q;KI)=Jl(q, r;KI)+JG(q, r, p;KG）十er
yacρ；Ka)=C(Yd, W)+ca 
グ＝Lげ
(28-d) Yd=:Yd(q, p;TO, B, KI, KG) 
(28-e) Y==Y(q, p;Kr, KG) 
(28-f) W==W(q,p,r;M,B,KI,Ka) 
内生変数は q, p, r, Yd, Y, W の6個であり，外生変数は er, Gσ，Tリ，




(29-a) f(r =KI(q, r)-KI 
(29-b) k0=KG(q, r, p)-KG 






















「a,1 a,2 a,3 l「oq/()GIl r 1l 
(30) I az1 azz az3 I I ap/aGr 1=1 0 I 
la31 aJ2 a3 J l or/()GI J l 0 J 
ただし，
a1 ,==Y{ -1{ -If 
a12==-lfくO
a13＝ー (I｛十Jf)>O
←一一上×［｛yr一δ（KI+K0)} {c1 (1 
a~z言Yf{1一C1(l一u）｝十！雪tO三竺〉一×〔q{YI-o(KI十KC）｝十BJjう







C?. I B ¥ 
a2a＝＝＝す（r-＋。
La{YI-o(KI十KO)}
a31===L2Y1 + rp >O 
L3(rW-Y0) M 
aa2===L2Y2 - ~ rp p2 
L3 I B ¥ 
aoo言 L，一一てー ｛一一一十V）くO
》 v ・ fρ ＼ T I 








oq az2a33一一－＝ z >O acr 
(31) Bρα2aaa1一一一＝ 3 31 3きOacr 














るO 投資財価格の上昇は，（ 4), (5）より投資財部門の雇用と産出を増加さ
せる。しかし公共投資の増加が消費財価格に与える効果は，一般には明らか
でなし、。ただ，もし利子率の上昇が消費財需要に与える効果が無視できるほど










oq a13a3z-a 一一－ A 3ミoacσ－ L1 
ap al 1a33 -al 3a3 一一一 I >O ac c一
8γ 
ace a12a31~a11aa2 >O 
[ t ] -h1a" -h1arn -h1a13 げ
q J haaa1 h持 32 haa33 r-1必十~i-:, -~：：，，叶卜j
Routh-Hurwitzの定理より安定の必要十分条件は，上の係数行列の第 i次の主小行
列式の和に（ー 1戸を乗じたものを kiと書けば，l k1~h1a1, +h:ia.,-h,.,,>o 
k1k2-ka>O 






αij I I aρ；ace I二 I1 































。q -rC1(1-u）（α1 aa32 -a12a33) + (a1 Qa23一角川2）ちハ
双ー＝－ LI くU
ap -rC1(l-u)(a11a33 -a1 aaa1) + (a1 aa21 -a1 ,a232ちハ
言語＝ LI 一一一千 くU









q ap or 





























































討する。まず， (29ー c）は予算の赤字のファイナンスの方法によって次の 2
式に分解される。
(36) M =qG1 +pG0+B-u{qYI(q;K1) 
＋ρya(p;KC)-qo(KI +Ka）十B}+pT0






( q=q(K1, KC, M, B;G1, GC, TO) 
(38) ~ρ＝P(K1,K0,M, B;G1, GC, TO) 





と書くことができる。 (38）を（29-a), (29-b）および（36), (37）に代
入すれば，短期均衡点の移動は，貨幣ファイナンスの場合には，
( KI=J,(KI,Kσ，M;B,GI,Ga, To) 
(39) 1 K.σ＝J2(KI, K0,M;B, GI, Gσ，TO) 
¥ M =Ja(KI,KC,M;B;GI, ca, TO) 
によって，また公債ファイナンスの場合には，
( KI=J~（KI,KC,B;M,GI,Gσ， TO) 
(40) i K.σ＝J;(KI, K0, B;M, GI, Gσ，TO) 
¥ B =J~ （KI,Kσ， B;M, GI, ca, TO) 
によって記述される。
(39), (40）の安定性を検討するためにはまず（28）の短期モデ、ルを解いて
(38）の偏徴係数の符号を知らなくてはならなし、。 (28）を解くと， KI,KC, 





ば， KI,KC等がq, p, r tこ与える効果は表1のようになる。
表 l Kl, KC等が q,p, r Uこ与える効果
r ？ ？ （で） I c十） 十 ＋ ー ?
??、 、
注 （ 〉内は







安定性が吟味される。しかしながら， KIの変化が q, p, fに与える効果お
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